





























































































北浜先生に始 めてお 日にかかつたのは私 が
OUSSEPの学生を引き受けたときでした。趣旨をご
説明にわざわざ私の研究室まで来て下さり、先生の熱
意 に大変感銘 を受 けた ことを覚えています。
OUSSEP学生一人一人への親身なケアは、私なども
よく承知するところで、いつも修了式などで学生が感
謝の言葉を述べるのを聞くたびに、先生の働きが本当
に実り多いものであるとの思いを3虫くしました。
北浜先生は、すでにサイエンスコミュニケーション
に関するNPOを自ら立ち上げておられ、定年退職後
は、その理事長としての仕事を専らにされると問いて
おります。大阪大学を離れても、その行動力や人脈を
生かし、センターの運営や大学国際化について先輩と
して引き続きご指導をいただきたいと考えております。
やむを得ないこととは言いながら、大阪大学は古城・
北浜両先生という有力な人的リソースを失うことになっ
てしまいました。私としても]会力なパー トナーを失 う
ことになり、誠に心細い限りです。その一方で両先生
ともに退職後の身の処し方については、さすがと言う
べき見事なものであり、そのことがまたお二人の人柄
を感銘深くさせております。今後は留学生交流や研究
者へのサービスなどに関しての留学生センターの有力
OB,OGとして、留学生センターや大阪大学全体を外
部から見守っていただきたいと思います。
あらためて、「ご卒業」おめでとうございました。
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